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発刊に当たって  

南山大学人類学研究所所長 坂井信三   

今年度、人類学研究所では太平洋戦争終結から60年という年にあたって、  

かつて日本の占領・植民地支配を受けた国々の人々が、その記憶をどのように  

保っているか、それが現在のそれらの国々と日本との社会的・文化的関係にど  

のように影響しているかというテーマをめぐって、一般向けの連続講演会を企  

画した。韓国、台湾、南洋諸島そして中国を舞台にした講演は、一般市民の方々  

にも強い関心を引き起こしたようで、毎回多くの参加者を集め、熱心な質問と  

好意的な感想をいただいた。   

講演会に足を運んでくださった方々には、65歳以上と思われる高齢の方が  

とくに目立った。この講演会を企画したベトロ・クネヒト研究所員自身も、や  

はりその方々と同世代である。20世紀という時代、戦争と植民地支配によっ  

て人類がいかにお互いを苦しめ傷つけてきたか、この世代の方々は身をもって  

知っている。その方々が戦争をふり返る感慨は本当に深いものがあるのだろう。  

（p2へ続く）  
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一方講師として話をしてくださった先生方は、30代、40代という戦後も  

安定期に入った時代に成長した世代が中心だった。「戦争を知らない子どもた  

ち」と自己規定した団塊の世代よりももうひとつ若い世代である。彼らにとっ  

て、日本による占領・支配はそれを語ってくれるフィールドの人々の肉声をと  

おして、書物で読んだ知識をこえてはじめて現実のものとなった。毎回の話を  

とおして、フィールドワークをおこなった講師の方々が、日本とアジアの国々  

の不幸な歴史的避近の記憶に、困惑と同時にある意味で新鮮な驚きをもって出  

会った様子がうかがえた。またそのことが講演を聞く私たちに、戦後60年に  

わたって日本人自身が支配・占領時代からいかに目をそらせてきたのかを気づ  

かせることにもなった。その意味で、この連続講演会は戦後日本という社会の  

存立根拠がどれはど不確かなものなのかを反省させる機会にもなったのである。   

すでに長い歴史をもつ南山大学の人類学研究所だが、今年度の連続講演会は  

私にとって、現在の日本の社会のなかで人類学と人類学者が一般市民に対して  

果たすべき責任を考えさせてくれるものだったと思う。大学に設置された研究  

所である以上、高度に専門的な学術研究に従事することが私たちの任務である  

ことは当然だが、同時にその成果を社会の多くの人々に還元し、またそこから  

時代の深い要請をくみ取ることが重要なのだろう。研究所としてだけでなく、  

人類学という学問そのものの活路を探っていくためにも、このようなインタラ  

クションが深い意味をもつにちがいない。   

私はそれはど深い自覚もなしに今年度から人類学研究所の所長を拝命したが、  

学部学科での教育とはちがった形で、研究所の活動と社会との関わりを考える  

ようになった。今回の連続講演会を企画してくださったベトロ・クネヒト先生  

は、今年度をもって定年退職される。今後人類学研究所として、先生の長年の  

ご尽力によって国際的な雑誌に成長したA且血刀肋β払d由βの刊行を継続  

していくだけでなく、先生の積み上げてくださった活動をもとに、社会との関  

わりをもっと深めていく方向を探っていきたいと考えている。  

◇  ◇   ◇  ◇  ◇  ◇   ◇  
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さまよえる「鬼神」一日本の植民地支配と「近代化」  

岡田活樹（神戸大学国際文化学部助教授）  

1．はじめに   

今日の韓国社会は、もはや「伝統社会」と見比べることがすでに困難である。  

それはあたかも大画面に次から次へと映し出されるビデオクリップを見るかの  

ようであり、まぶたの裏に残像は残るものの、それがいったい韓国社会のどの  

ような側面を現しているのか、何を意味しているのか、引き比べて検討する時  

間がないまま、次の画面に移りゆく。   

社会・文化現象に目を転じると、日本社会における問題なのか、あるいは他  

の先進諸国で起きつつあることなのか、すぐに区別がつかないことも多い。東  

南アジアまで及ぶ「韓流ブーム」、NGO，NPO，活発な市民団体の活動、環  

境問題、家庭内暴力問題、外国人労働者問題など、1980年代までの韓国研究者  

が夢想もしなかった社会・文化現象が起きつつある。このように日本と韓国が  

共通の問題を抱えていること自体、今日の東アジア諸社会がグローバリゼーシ  

ョンの波に洗われ、急激な変化の過程にある状況を端的に示している。もはや  

韓国社会は1980年代まではその名残がかいま見られた「伝統社会」とは異なる  

別の社会のようにも見える。   

この一方で、韓国では2006年3月2日に「日帝強占下 親日反民族行為真相  

解明に関する特別法」（以下、「親日法」と省略）が成立した。この法律は日本  

が朝鮮を統治していた時代の「親日・反民族行為」を調査し、歴史に残そうと  

いう意図をもっている。「親日反民族行為真相究明委員会」が設置され、植民地  

下の親日行為者に対する調査活動を行うものとされている。   

「親日派」として対象になるのは、当時の朝鮮総督府など行政機関で一定の  

地位にあった文民・軍人や、当時の独立運動家への弾圧、戦時中の戦意高揚の  

ための活動を行った者など、広範囲に及ぶ。ただし、「親日派」の当事者はすで  

に死亡しているか、もしくは高齢であり、この背景には、日本の植民地支配時  

代の人的遺産を批判しつつ、活用し、社会建設や経済発展を成し遂げてきた保  

守層を「親日派」として否定する意図があるとも言われている。   

このような「伝統社会」から大きく変貌し、価値観も行動様式も大きく変化し  

たかのように見える韓国社会と植民地支配を今日たいたって払拭しようという  

特別法とのギャップは、もちろん単純に解釈できない問題であり、複雑な要因  

が絡み合っている。例えば、韓国の「親日法」に関しても、現政権が日本の植  

民地支配期に陸軍士官学校に行ったという履歴をもった朴正照元大統領の娘で  
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あり、野党の朴模恵ハンナラ党代表を攻撃する政治的意図がある1とも言われる。  

しかしながら、この背景には、解放後60年が経過し、日本の植民地支配の影響  

に対する反発一つまり単なる「反植民地主義」にとどまるのではなく、植民地  

支配がもたらした社会的・文化的影響を清算しようという動きがあると言えよ  

う。   

ところで、60年間というのは、干支が一巡りする「還暦」であり、東アジア  

諸社会において一応の区切りとされる期間である。また1世代を20年とすれば、  

3世代が経過しつつあることに相当し、歴史的な記憶もある程度の風化は免れ  

ない期間であろう。にもかかわらず、なにゆえ韓国では植民地支配期の記憶が  

あらためて呼び起こされ、外交関係だけでなく、国内問題としても浮上するの  

であろうか。   

韓国の民俗的な観念のひとつに「鬼神」という霊観念がある。この「鬼神」は  

シャーマニズムと深く関連し、多くは儒教の祖先崇拝から排除された死者、例  

えば未婚のまま死亡した女性の霊魂が「あの世」に行くことができないまま「こ  

の世」をさまよう「鬼神」となって生者に害をなすとされる。   

あたかも韓国社会にとって植民地支配の経験は「成仏できない『鬼神射 であ  

るとも言えよう。この「鬼神」はどのように生み出され、またなぜ「成仏」で  

きないのか、またなにゆえこの「鬼神」が解放後60年経過しつつある今日、さ  

まよっているのであろうか。ここでは、ある韓国人僧侶を取り上げ、この「鬼  

神」を検討する手がかりとしたい。  

2．ある朝鮮人僧侶における「近代」   

ここで取り上げるのは、韓国曹渓宗（後に太古宗に所属宗派を変えるが）の   

僧侶A師の事例である2。A師は、韓国忠清北道Ⅹ郡Ⅹ邑にあるY寺の前住職で  

あり、現在Y寺にはわずかな記録が残されている。   

このA師は、植民地期に日本に留学した僧侶の⊥人であり、植民地期の変動  

が朝鮮社会、そして解放後の韓国社会にどのような文化的社会的な変容をもた  

らしたかを考える手がかりとしてみたい。とはいえ、このY寺の前住職A師は、  

1『朝鮮日報』2004年7月13日  

2 本稿の元となった資料は1990年から半年間Y寺に滞在し、現地でのフィールドワーク  

を行った際に、A師の妻であり、現在のY寺住職のB師ハルモニから提供された資料に基  

づいている。その後、2－3年に一度Y寺を訪れ、若干の聞き取り調査を行った。ここでB  

師とそのご家族に感謝するとともに、匿名で原稿を書くことのお詫びを申し上げたい。  
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朝鮮仏教史、韓国仏教界ではまったくの無名のまま、一生を終えた人物である。  

Y寺自体、地元の少ない信者に支えられつつ、ほそぼそと続いている小さな寺  

である。いわばA師、Y寺自体、韓国のいたるところに見られ、気がつくとい  

っのまにか姿を消しているような、ありふれた寺の住職であったと言い得るか  

もしれない。さらに言えば、A師について残された記録も決して豊かとは言い  

得ない。A師の妻であり、Y寺の現住職であるB師を通し、A師が語った言葉、  

Y寺に残されていた断片的な記録、A師が日本で購入した書籍、がすべてであ  

る。日本留学時代の写真は一枚も残っていない。   

本稿で、A師を取り上げる理由は、まさにA師の「無名性」にある。日本の  

植民地期に朝鮮半島という地理的空間に移動し、ふたたび韓国に戻った、ある  

いは移動先にとどまり続けた朝鮮人（韓国人）はそれこそ数百万人に上ると考  

えられる。移動の契機は様々であった。留学、強制徴用、経済的困窮からの移  

動、経済的な機会をもとめた者もいただろうし、日本の植民地支配への抵抗の  

ための移動もある。むろん、このような移動の背後には日本の植民地支配とい  

う状況があったことは疑うべくもなく、否応なしに朝鮮の人々は自らが望まな  

かった近代的状況の中に投げ込まれたのである。 そのような人々については、  

これまで「日本の植民地支配の犠牲者」として言及され、日本植民地支配の圧  

政のもとで苦しむ大多数の「民衆」として描かれてきた。そして、韓国の「民  

族史観」は、当時の朝鮮半島の人々を3つの区分に分類し、記述する傾向にあ  

った。植民地支配に協力したごく少数の「親日派」、果敢に植民地支配に抵抗し  

た「独立運動家」、そして、植民地支配に苦しみ、多数の沈黙した犠牲者であっ  

た「民衆」である。   

日韓の植民地支配をめぐる近年の見解の相違は、朝鮮半島の人々にとって日  

本の植民地支配がもたらした「近代」が是か非かという点にある。つまり、一  

部の日本の論者は、日本の植民地支配によって朝鮮半島が近代化されたのであ  

り、現在の経済的成功の基盤となったのだと主張し、これに対して韓国側が激  

しく反発する状況がある。ただし、両者の議論とも朝鮮半島の「近代化」は避  

け得ないと見なし、それを肯定する点で一致している。  

植民地支配によって朝鮮半島にもたらされた「近代化」が「正しいか否か」と  

いう論点なのであり、両者とも、マクロレベルでの近代的認識を共有すること  

では一致している。   

一方で「犠牲者」とレて一括りにされる民衆は、植民地支配という状況の中  

でそれぞれの生括を展開していたのであり、彼らにとっては植民地支配によっ  

てもたらされたのは「よき近代化」なのか「悪しき近代化」なのかという問い  

の前に植民地支配という現実に直面した。つまり、マクロレベルの認識とは別  

に、個々の現実認識とその中での選択、生活の実践が、彼らにとっては直面す  
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る生の現実を個々に引き受けざるを得なかった。例えば、生まれ故郷を離れ、  

他郷に暮らす、日本に渡航する、徴用される、日本軍に入隊するなどの現実を  

個々に引き受けるしかなかった。   

さらに言えば、植民地支配からの解放後には、自らが植民地期にいかなる選  

択をおこなったかの結果は、個々に引き受けざるを得なかったであろう。その  

ような人々の生の記録は多くの場合、残されていない。   

本稿で取り扱うA師も、またそのような一人である。ただし、他と異なる点  

があるとするならば、それは彼が朝鮮仏教（韓国仏教）の僧侶であったという  

点である。朝鮮仏教（韓国仏教）は、植民地期の日本の宗教政策、これに対す  

る解放後の韓国の文化・宗教政策の中で大きく翻弄されてきたという歴史的過  

程がある。  

3．植民地支配期：朝鮮仏教の「近代化」におけるエリートとしてのA師   

A師は1911年9月20日に忠治北道Ⅹ郡のⅩ邑近くにある村でM家の次男と  

して生まれた。1924年、13歳の時にⅩ郡の近くにあり、韓国仏教の本山のひと  

つである法住寺で、朴柄東和尚から得度を受けている。彼の生家についての記  

録は少ない。ただ、非常に貧しい農家であったため、「口減らし」のために寺に   

出されたと言う3。   

遺されている資料には、生家M家について言及されている資料はない。また  

現在のA師遺族と生家との関係は、彼の属す門中が発行する「会報」が来る程  

度であり、ほとんど絶えている。4代前までの近しい親族を祀る祖先祭祀、父  

親の祭示巳にもA師の長男は参席することがなく、ただA師の命日に妻B師、そ  

の子供たち、長男C、次男Dの家族が集まり、Y寺で故A師に対する祭示巳が僧  

侶を交えた仏教式で行われるのみである。このような状況から見て、A師は得  

度し、仏門に入ったことにより、その生家であるM家との関係が疎遠になった  

と言えよう。   

A師が仏門に入った時期の朝鮮半島は、1910年の韓国併合後、植民地型経済  

への再編が進んだ時期である。特に1910年から1918年までおこなわれた土地  

調査事業によって、土地の所有権、価格が確定され、土地の売買や抵当設定が  

法認された。このことにより、土地が流動化し、多くの農民が小作農に転落し、  

さらに離農、離村する状況にいたった。A師の生家もこの時期に離散したよう  

であり、Ⅹ郡を離れている。また、1919年には「三・一独立運動」が朝鮮半島  

全島で勃発し、Ⅹ郡の隣郡でも「抗日義兵運動」が起き、朝鮮全土が騒然とし  

3 A師の妻で現住職のB師談  
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ていた。   

独立運動の騒擾の一方で、A師は仏教の修行に専念していたようである0得  

度から3ケ月を経て、1923年7月15日に同じく法住寺で沙弥戒を受ける、これ  

により正式に仏教教団の一員として、寺院での修行を深めることになった。そ  

して2年後の1925年の4月15日に法住寺で「首先安悟」の修行過程を終える0   

この時期のA師の日常は、寺院の外の騒擾とは没交渉に、教学を深める傍ら、  

座禅による修養、そして寺の校務に務める静かな毎日であったらしい。一方で  

A師が修行を深めていた時期の朝鮮仏教は日本の植民地支配により、その社会  
的・文化的地位が動揺し、大きく揺れ動いていた。   

植民地期以前、朝鮮王朝時代の仏教は、崇儒排仏政策の中でしばしば儒教か  

ら圧迫され、僧侶は社会の周辺的位置に置かれていた。仏教教団や僧侶は、教  

団としての独自性や存在を法的制度においてすら、しばしば無視されることが  

あった。   

その一方で、 

民衆の宗教として民間信仰を取り入れつつ、民衆、特に女性に浸透し、民衆仏  

教としての基盤を固めた。一方で民衆の日常生活の要求に過度に応えた場合、  
民間信仰やシャーマニズムと融合し、仏教の教理体系から逸脱し、民間信仰に  

取り込まれる可能性がある。このため、朝鮮仏教は、民衆の要求に応えつつも、  

仏教独自の世界観、教学体系を維持しなければならないという難問に直面する  

ことになる。   

この解決のため、朝鮮仏教は、僧侶の中に二種類の階層をもつに至る。一方  

は、「理判僧」と呼ばれる少数のエリートであり、修行と参禅、教学研究に専念  

した。彼らは山中に隠棲し、民衆との直接の関係をもつ機会は少なかった。こ  

の理判僧の存在によって朝鮮仏教の教義、戒律、儀礼が維持されたのである。  

この理判僧の系譜が植民地解放後に比丘派の中核の僧侶たちに受け継がれる。  

比丘僧はある意味でもともとの宗教エリート（予備軍）であり、本山や大寺、  

修行道場に集まっていた。他方は、「事判僧」と呼ばれ、教団において多数を占  

める一般の僧侶である。彼らは僧侶の地位を承認する「度牒」がなく、俗人に  

近く、朝鮮王朝の身分制度においてはしばしば賎民階級に位置づけられる存在  

であった。しかし事判僧は民衆が求める信仰や儀礼に直接対応し、民衆の中に  

仏教が浸透する上で大きな役割を果たしていた。この事判僧は身分制度におい  

て劣位に置かれていただけではない。教義や儀礼にっいての専門的訓練を十分  

に受けておらず、仏教教団内部においても劣位に置かれていた。   

A師は、その出発点が事判僧であった可能性もあるが、修行への熱心さや才  

能を認められたようである。朝鮮王朝時代ならば、彼は五大本山の一つである  

法住寺に所属する理判僧として朝鮮仏教の中核を担う宗教エリートとして、俗  

ー7－   



人類学研究所通信 人類学研究所通信 う第13・14塁  

世間から離れた山中の修行寺院で信者の尊敬を受けながら、静かな一生を送っ  

たことであろう。しかし日本の植民地支配は、朝鮮仏教の地位や状況を劇的に  

変化させており、A師もその変化の披からは逃れることができなかった。   

開国と前後し、まず日本仏教の朝鮮布教が開始され、例えば真宗大谷派は1877  

年に布教を開始し、1920年までに65布教所を設置している。日本仏教の朝鮮半  

島への進出は、仏教の社会的地位上昇への圧力 

布教と平行し、日本仏教界は仏教の地位を向上させる政策を朝鮮王朝、後の大  

韓帝国にせまった。1895年に王朝の首都である漠城への僧侶入城禁止を解禁す  

るようにせまり、また、法制度の一部に組み込むことで、仏教の存在を公的に  

認めさせようとした。これがいわゆる「寺剃令」（1902年）である。「寺剃令」  

の施行は仏教が行政の対象として管理統制を受けるようになる反面、僧侶・寺  

院の存在を公認することを意味した。   

植民地期に至って、日本仏教の主導による朝鮮仏教の「近代化」がはかられ  

るようになる。1911年、朝鮮総督府による「寺剃令」が施行される。これは日  

本式の本山一末寺制度、住持制度を導入し、さらに、寺院の財産を認めたもの  

であった。朝鮮仏教は、日本植民地統治下で中央集権的統制を受け、民間信仰  

とゐ分離が強要される．明治期に日本仏教の諸派が大学を含めた学校制度を整  

え、教学教育に近代的な教育課程を備えた動きにならって、朝鮮仏教も僧侶養  

成の学校を設置し、新しい時代の宗教エリートを養成しようとした。   

A師においても、このような朝鮮仏教の「近代化」の波が訪れることになる。  

A師は1934年9月1日（23歳）に、法住寺彿教専門講院の中等科を卒業した。  

そして1939年10月15日、28歳で朴鏡荷和尚から具足戒を授かる。朝鮮時代、  

僧侶の修行は、座禅や托鉢、寺院での儀式への参加と習得、師について教学体  

系を学ぶことであった。ところがA師はこうした伝統的修行だけでなく、教団  

内に設立された「学校」で学んでいる。このような「学校」を卒業することが  

教団における宗教エリートに必要な「修行過程」となったのである。そしてA  

師は1940年には法住寺の位階でも上位の大徳法階に昇るに至る。その時、A師  

はまだ39歳であった。   

日本植民地期には、僧侶の社会的地位の上昇、経済的安東、布教の奨励など、  

キリスト教や儒教と比較し、優遇された面もあったことも否定できない。こう  

した朝鮮総督府の支配政策に、一部の僧侶は協力的であり、寺院において「天  

皇陛下聖寿万歳ノ尊牌」を本尊前に安置し、毎日拝礼する「天皇垂牌の毎日祝  

賛」や紀元節、天長節などを寺院の行事とする「法式日」の実施などの総督府  
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指示に従った4。こうした植民地主義的政策は、すでに日本仏教が日本国内で行  

っていた事にならったとも言えよう。   

A師は、その後、日本の植民地支配という枠組みの中での、朝鮮仏教におけ  
るいわば宗派のエリートコースを歩むことになる。A師は1942年から日本の花  

園臨済仏教専門部（現在の花園大学）に留学し、1944年に全課程を修了して帰  
国する。こうした留学の費用は宗派から支給された。当時、1937年より始まっ  
た日中戦争が泥沼化し、1939年には日本国内に不足した労働者の募集が始まっ  
ていたが、1941年の太平洋戦争勃発により、1942年には官斡旋式の労働者徴用、  
1944年には国民徴用令の適用に伴い、強制連行、強制労働が開始されていた0  
戦時下体制の中で日本に多数の朝鮮人が徴用、動員される中で、31歳のA師は  
留学という形で日本に渡ったのである。A師の日本での留学生活の様子、ある  
いはA師が当時の社会情勢、さらには高まる独立運動に対し、どのような考え  
をもっていたか、そのことを知りうる資料はない。ただ、当時A師が日本で使  
用したと思われる日本の仏教書に細かく書き込まれた日本語の説明が残されて  

いるのみである。  

4．解放後：日本仏教の影響を受けた「親日派」妻帯僧としてのA師  

1945年、太平洋戦争が終結した後も、朝鮮半島の情勢は安定しなかった。1950  

年には朝鮮戦争が勃発し、国内の混乱は一層激しくなった。そうした混乱の中  

でA師は1947年に本山の中央総務院で教化運動指導者修練講習を修了し、教団  

組織の中で中堅的な役割を占めるようになる。   

日本の植民地支配から解放されたとは言え、植民地期に持ち込まれた「近代  

化」がすぐさま霧散したのではなかった。その影響は解放後も社会に広範囲に  

浸透し、拡散した面もある。それは脱植民地運動の中で激しい批判の対象とな  

った。たとえば、朝鮮仏教における僧侶の妻帯の問題はそうした問題のひとつ  

である。   

日本仏教の影響による「近代化」は、朝鮮仏教にその基盤を揺るがす変質を  

もたらすことになった。それは「宗教教団の近代化」ではなく、明治期にキリ  

スト教の進出、国家神道の形勢などに対応した、日本仏教のローカルな脈絡で  

構築された「近代化」であった。ゆえに朝鮮仏教の地位が向上した一方で、「近  

代化」とは無関係な日本仏教の慣習が持ち込まれるようになる。僧侶の妻帯は、  

日本仏教の慣習の中で朝鮮仏教に最も大草な影響を与えたひとつである。妻帯  

は日本仏教においては一般的であるが、朝鮮仏教においては僧侶であるための  

4 韓哲犠．［1983］．『日本の朝鮮支配と宗教政策」】未来社  
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もっとも重要な戒律に対する違反にあたる。ところが植民地期の朝鮮仏教は、  

仏教の地位向上、つまり仏教の「近代化」、これは文字通りの「近代化」という  

より「日本化」をある意味で主体的に取り入れざるを得なかったのである。   

A師は、解放の翌年、1946年にB師と結婚し、いわゆる妻帯僧となった。こ  

の時期のA師は、教団における地位が順調に上昇し、1958年には忠清北道宗務  

院教務局長、曹渓宗の中央宗合員となり、さらに1960年、本山法住寺の宗務院  

財務局長にまで至る。その一方で、1951年に40歳になったA師は個人の庵をⅩ  

郡Ⅹ邑に設け、一般信徒への布教活動や儀礼をおこなうようになる。この庵に  

は妻であるB師、子供たちがともに暮らし、庵の創立に際して、A師を慕って  

いた信者たちの協力があった。そして1960年、順調に教団内の地位があがった  

A師は、本山法住寺の宗務院財務局長という要職に昇る。   

ところが1962年3月3日、52歳になったA師は、突如、教団の役職を退き、  

法住寺に籍を置いたままで小さな地方寺院にすぎない「寓善庵」の住持となる。  

この「寓善庵」はA師の家族が住んでいた住居であったⅩ邑の庵を寺院とした  

もので、まことに小さな地方小寺院である。当時、本山および政府に提出した  

仏教団体登録申請には、僧侶1名（A師）そして信徒男15名、女40名が信者  

として登録がなされている。その経済的基盤は、水田63坪、畑144坪であり、  

これらは信者から寄進された。   

このように寺院の住持がその代表権とともに財産権をもつことは朝鮮時代に  

はありえなかった事である。朝鮮時代を通し寺院の経済基盤は非常に不安定な  

状態に置かれていた。崇儒排仏政策の中で、何度も寺社田の整理が実施され、  

国家に没収され、寺社田として所有できる農地も僧侶の数に応じて限られてい  

た。各寺院は自給自活的な生活と寺院の活動を可能にできる程度の寺田を所有  

し、これを経済的基盤とした。これら寺田を始めとする財産は寺院に所属して  

いた。   

この状況が変化するのが植民地期である。総督府は1911年に「寺剃令」を発  

令、施行する。「寺剃令」では各寺院に住持を置くことを定めただけでなく、住  

持に寺院に属するすべての財産の管理権、寺院の運営の責任、代表権を与えた。  

同時に寺院財産の処分に関しては総督府の許可を義務づけたのである。ある意  

味で「寺剃令」は公権力と仏教間の関係を規定した「近代的」法律であった。  

この「寺剃令」は住持の地位を強化すると同時にその任免にあたって総督府な  

いし地方長官の許可を必要とした。このことで総督府による住持を通した寺院  

の統制、末端僧侶への支配を可能にした。一方で「寺剃令」施行の結果、寺院  

の財産の所有が認められ、経済的基盤が安定する。そして各寺院の住持はこれ  

までにない経済力と強い権力をもつようになったのである。そして「寺剃令」  

は本山と末寺のヒエラルヒーを明確にし、それまで組織化されていなかった朝  
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鮮仏教に「近代的な教団組織」への移行をうながしたのである。「寺剃令」は解  

放後も1970年代に至るまで長らく効力を持ち、その後の改正でも抜本的な変革  

には至っていない。   

A師はこの甫善魔の住持に就任することを、住持職の印鑑を曹渓宗教団の印  

鑑台帳に届け出て、承認を受けるという手続きをとってはいるが、実質的に甫  

善魔の財産権を持っていた。A師の甫善庵は、A師とその家族を中心に、それ  

を取り巻く篤信の信者たちが支えたささやかな小寺院である。ただし、その法  

的な根拠、さらには寺院の住持就任に教団の承認が必要であるといった本山一  

末寺制度のありようは、日本の植民地期に日本仏教の影響、そして総督府の宗  

教政策によって朝鮮半島に持ち込まれたものである。ゆえに、A師の没後、Y  

寺と改称していた萬善庵の財産を妻であるB師が継承できたのである。   

ところで、A師が本山の要職を突然退いた背景には、1950年代から韓国仏教  

を揺り動かした「妻帯僧」問題がある。妻帯僧問題とは、解放後の韓国仏教に  

おいて「仏教浄化運動」の焦点となっていた。   

この「仏教浄化運動」は植鱒地統治期に急増した妻帯僧を教団内部から追放  

しようという運動であった。この背景には日本植民地統治の残浮を一掃し、民  

族文化（国民文化）を確立しようという民族主義の高揚がある。そして仏教浄  

化運動においては、純粋な韓国仏教を汚染する代表である妻帯僧を排除すべき  

という主張がなされた。妻帯僧は日本の植民地統治によってもたらされた日本  

仏教（倭色仏教）の不純な要素であるという理由による。この仏教浄化運動は   

脱植民地運動のひとつとみなされることが一般的である5。   

まさにA師はこの妻帯僧であり、しかも日本に留学して日本仏教を学んだと  

いう点で「倭色仏教」の僧侶として批判の対象であった。この当時のA師の遺  

品には当時の妻帯僧問題に関連した新聞記事や、この間題をめぐって発行され  

た教団の内部資料が多く遺されている。そして、A師は妻帯僧問題をめぐる教  

団内の対立が本山のみならず、地方寺院まで波及し、激化した時期に、本山の  

役職を辞任し、地方の小寺院の住持になったのであった。   

この妻帯僧問題は当時の韓国社会における「脱植民地」運動と民族意識の高  

揚を背景にしている0当時の李承晩政権は反日反共をスローガンに据え、植民  

地期の日本の影響を排除しようとしていた。そこに、教団の運営をめぐり、植  

民地期より引き続いて教団運営の中心を担っていた「妻帯僧派」に、独身主義  

の「比丘派」が朝鮮仏教の純化、民族仏教への回帰を唱え、「妻帯僧派」を排除  

5 なお、妻帯僧問題について筆者は岡田（2002）で詳しく論じており、そちらを参照された  

い。  
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し教団運営を掌握しようとして起きたのが、妻帯僧問題である。これは時には  

流血の暴力事件にまで至ることもあり、韓国仏教界に激しい対立と混乱をもた  

らした。   

この時期について遺された様々な文書には、判読が困難なものの、A師によ  

ってさまざまな書き込みがなされている。少なくともA師が当事者として大き  

な関心をもっていた事がそれらの書き込みからうかがうことができる。「仏教の  

本義に戻るべし」「仏教とはなんぞや」といったメモには、A師の苦悩する姿が  

かいま見られる。   

A師が寓善庵の住持になった1962年の前年には、軍事クーデタ一により朴正  

照大統嶺が政権を握る。以後、韓国は政府主導の近代化を進めると同時に、「反  

日、反共」をスローガンに掲げ、「民族文化」を国民文化として構築していく方  

向に進んでいくのである。   

A師の寓善庵、Y寺は後に曹渓宗から太古宗に所属宗派を変更した。以前か  

ら彼が所属していた曹渓宗は、妻帯を認めない曹渓宗と妻帯を認める太古宗に  

分裂し、A師は太古宗に移ったのである。この太古宗は、現在でもなお「日本  

仏教」（倭色仏教）と邦癒され、日本の植民地支配によって堕落した韓国仏教と  

して批判されることがある。かつてエリートとして教団の近代化を担うべく日  

本に留学したA師は、この後、Ⅹ邑のY寺において地方の小寺院の住職として  

無名のまま残りの生涯を送った。そして1979年、朴大統領が暗殺され、80年代  

後半の民主化運動の高揚へと韓国社会が大きく舵をとる。・この年の翌年の1980  

年、A師は妻であるB師に看取られながら69歳の生涯を閉じることになる。  

5．おわりに   

筆者はいかなる場合でも植民地支配は正当化されるべきではないと考える。  

ただ、今日的現象に関する韓国側の「反日」や「克日」という語りと、これに  

対する日本側の賛同、反発の語りの双方とも、与することはできない。この両  

者には、植民地支配が韓国社会にどのような影響を与え続けてきたのかについ  

ての慎重な検討が欠落している気がしてならないためである。両者とも植民地  

支配の影響という複雑な文化・社会的変化を加害者と被害者に二項対置する枠  

組みに収赦するものである。また植民地支配から解放された後の「ポストコロ  

ニアル状況」の問題を、「よい近代化」か、「わるい近代化」か、という二項対  

置的視点から単純化して議論する傾向があるような気がしてならない。   

韓国社会に多く見られる言説は、一方に受動的に植民地統治に虐げられた被  

害者、あるいは植民地統治に抵抗し続けた勇敢な民族主義者を置き、一方に植  

民地支配によって利益を得た加害者として植民地統治に協力的な反民族主義者  
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（親日派）を置き、そのどちらかに位置づける6。民族主義、ナショナリズムの  

語りを前提とした二元論的枠組みに人々は分類される。   

この二元的枠組みは、人間だけでなく、モノや慣習についても民族的、韓国  

的（純粋）に対し、植民地的、日本的（不純）という形で適用される。これは  

植民地期の経験を基準として人間、モノ、慣習について分類、価値付けること  

である。この二元的枠組みは「反日」「克日」の民族主義の言説として韓国社会  

に深く流布してきた。   

しかし、ここで取り上げたA師のささやかな事例は、こうした二元的枠組み  

に収まらない韓国社会における複雑な植民地支配経験、反植民地、脱植民地状  
況の一端を示す事例といえるのではないだろうか。   

貧窮の中で育ち、その才能を認められ、朝鮮時代の理判僧にあたる宗教エリ  

ートとして将来を嘱望されたA師は、朝鮮仏教が日本仏教にならって「近代化」  

しようとした際に、その中心を担う者として日本に派遣された。ただし、日本  

仏教が持ち込んだ「近代化」はいわゆる「近代性（モダニテイ）」にとどまらな  

かった。欧米の「知の支配」を受容、対抗して日本が朝鮮半島に持ちこんだ「近  

代化」であった。すなわち、一方で日本は欧米の「近代化」（ある種の知の植民  

地状況）を受容しつつ、独自のバイアスをかけた「日本的近代化」を構築し、  

その内部には日本社会の現実と近代化の理念が矛盾をはらんだまま混在してい  

た。   

このバイアスとそれがもたらす矛盾が表面化した典型が、妻帯僧問題なので  

ある。僧侶が妻を要ることは「仏教の近代化」とは直接の関連はない。しかし、  

「近代化」を志向した朝鮮仏教は、そのような矛盾をはらんだ日本仏教の状況  

を含めて「近代化」として取り入れざるを得なかったのである。   

そして解放後の脱植民坤運動の高揚、民族文化の高揚の中で、「日本的なもの」  

は排除すべき植民地主義的要素と位置づけられるようになる。植民地期に持ち  

込まれた「近代的要素」は、民族、国家の目標として掲げた「近代化」とは異  

なる「不純物」とせねばならなかった。しかし、植民地主義的要素は生活レベ  

ルに至るまで、深く「近代」と結びついており、それを強引に排除しようとし  

た時に、人々は戸惑い、葛藤が起きたのである。   

A師はまさにそのような植民地主義と「日本的近代」、その後の脱植民地運動  

といった歴史的な変化に翻弄された人物のひとりと言えよう。そして二元的枠  

組みの中で、A師は「親日派」として非難されるべき生涯を送った人物と位置  

6これに対する日本側の対抗言説は、韓国人は虐げられたのではなく、近代化された面もあ  

り、植民地支配はその後、韓国の発展の礎となったというものである。  
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づけられてしまう。   

そして今日、植民地支配下でもたらされた「日本的近代」を排除しつつ、民  

族独自の近代化を推し進めてきた韓国社会が大きな転換期を迎えている。それ  

まで想像もしなかった諸問題、例えば外国人労働者問題やフェミニズムからの  

「民族文化」に対する異議申し立て、などが起きるようになった。民族主義、  

ナショナリズムを前提として推し進められてきた韓国の「近代化」がグローバ  

ル化の中で再検討をせまられるようになったのである。   

そして、韓国人は自らが構築してきた「近代韓国社会とは何か」という問題  

を自問せざるを得なくなっている。この自問は同時に韓国社会において「近代」  

とは何か、「近代性」とは何かという問いかけをもたらす。そして、その背後に  

隠れている「鬼神」、すなわち日本の植民地支配によってもたらされた「近代」  

「近代性」とは何かという問いを呼び起こすのかもしれない。   

韓国のシャーマニズムにおいては「鬼神」は、関係する家族、親族がきちん  

と供物を捧げ、諸神諸仏の力を借り、祀るクッを行うことでその荒ぶる魂を癒  

すことができるとされる。はたして、日本の植民地支配がもたらした「鬼神」を  

鎮めるためには、どのような「クッ」が必要なのであろうか。  

参考文献  

韓哲犠．1983『日本の朝鮮支配と宗教政策」】未来社  

青柳南冥1911『朝鮮宗教史」】 騒々堂 大阪  

韓哲犠．1983．『日本の朝鮮支配と宗教政策』未来社。  

妾洞詐（揮正彦・轟勇一訳）1976 『日本統治下 朝鮮の宗教と政治』 聖  

文社  

金甲周1991「李王朝の仏教弾圧」鎌田茂雄編．『講座 仏教の受容と変容  

韓国』校  成出版 229－252頁  

駒込武1996『植民地帝国日本の文化統合』 岩波書店  

岡田浩樹2002「韓国仏教の屈折と蛇行一妻帯僧問題に見るポストコロニアル  

状況」山路勝彦、田中雅一編著『植民地主義と人類学』関西学院大学出版会。  

森龍吉編1975 「解説」『真宗史料集成 第十二巻 真宗教団の近代化」】同朋  

社 7－29頁  

吉川文太郎1921『朝鮮の宗教』森書店 京城  
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NaturalHistory；WashingtonD．C．）  

テーマ：”Margaret Mead’s Uses of  

Imagery”  

◆研究所の活動◆  

（2004年1月1日－12月31日）  

◎ 南山大学人類学研究所第7期長  

期研究プロジェクト『アジアに  

おける市場（market）をめぐる  

固有論理に関する学際的研究』   

第二回：2004年11月26日（金）  

場所：南山大学J棟1階Pルーム（特  

別合同研究室）  

講師：色 音（中国社会科学院民族研  

究所研究員、教授）  

テーマ：「中国におけるシャーマニズ  

ム研究の歴史と現在」  

2004年3月26日（土）  

テーマ：「イラン社会の公益とガバナ  

ナンスー宗教組織を中心に」   

（中西久枝■名古屋大学大学院国際  

開発研究科教授）  

テーマ：「日本の地域通貨の社会的機  

能」   

（伊藤友美・名古屋大学大学院国際  

開発研究科修士課程・南山大学文学部  

人類学科卒）  

◎懇話会  

日時：2004年7月16日（金）  

場所：南山大学人類学研究所1階会議  

室  

講師：西洋治彦（武蔵大学教授）  

テーマ：「内地回民の移住と回民社会  

の展開一南京回族の調査から」  

＊  ＊  ＊  ＊  

○本プロジェクト関連で受けた研究  

助成  

①東海学術振興会研究助成（2001年   

度）  

②2002年度南山大学経営研究セン   

タープロジェクト助成  

③2003年度南山大学経営研究セン   

タープロジェクト助成  

◎研究所員の活動  

○森部一（2004年度所長）  

Ⅰ．出版活動   

1）事典項目  

＊「森部一（もりべはじめ）『タイの  

上座仏教と社会一文化人類学的考察』  

山喜房俳書林、1998」（p．647）小松  

和彦、田中雅一、谷泰、原毅彦、渡辺  

公三編『文化人類学文献事典」】東京：  

弘文堂 2004年12月   

◎講演会  

第一回：2004年11月5日（金）  

場所：南山大学J棟1階Pルーム（特  

別合同研究室）  

講師：Dr．WiltonS．Dillon（Senior  

ScholarEmeritus，Smithsonian  

Institution，NationalMuseumof  
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○クネヒト、ベトロ  

Ⅰ．出版活動   

1）論文：   

＊“K）ChiYOSe：Enactingthe  

encounterOfthisworldwiththe  

Otherwbrld．”Inh72C血gthe  

A虎以五危ご軸ec〟陀β点℃lⅢ亡毎月刀，  

eds．S．FormanekandWR．LaFleur，  

179・201．Wien：Vbrlagder  

OsterreichischenAkademieder  

Ⅵqssenschaften，2004．   

＊“Japan．”In物eDund  

餌m血倣お．屈血月b刀（蕗びd，  

eds．A．Grabner・HaiderandK．  

Prenner，192－207．Darmstadt：  

Wissenschaft1icheBuchgesellschaft，  

2004．   

＊「中国東北部のシャーマンについ  

て」クネヒト・ベトロ編『中国東北部  

におけるアルタイ語族の諸民族のシ  

ャーマニズムと社会に関する人類学  

研究』、84－95。南山大学人文学部（人  

類学研究所）研究成果報告書科学研究  

費補助金基盤研究（B）（1）平成12  

年度一平成15年度、2004年。   

＊“Fieldwork among shamansin  

China．〃 In SbamaDism it2 the  

htezdLgcbEt2aJγ Cbntexち eds．A．  

Leete and R．PJFirnhaber，256－63．  

Boca Raton，FL：Brown Ⅵhlker  

Press，2004．   

E．J．NeumannFridman，653・655．  

SantaBarbara：ABC・CLIO，2004．   

＊“Japanese Shamanism．”In  

上払a皿a皿由皿ニ A刀 戯画ed由 ∂′  

抑止〟鮎均eds．M．N．Ⅵhlterand  

E．J．Neumann Fridman，674－681．  

SantaBarbara：ABC－CLIO，2004．   

3）書評：   

＊HelenHardacre．Religionand  

SocietyinNineteenth－Century  

Japan：AStudyoftheSouthern  

KantoReglOn，UsingLateEdoand  

EarlyMeijiGazetteers．AnnArbor：  

TheUniversityofMichigan，2002．  

A且血刀肋βねd由β63，2004，  

146－148．   

Ⅱ．学会、研究会発表  

＊「モンゴルのシャーマンと民間医   

者」府中市、東京外国語大学、アジア・   

アフリカ言語文化研究所、日本文化人   

類学会第38回研究大会、6月5日。  

＊”Whoisthekeeperoftradition？   

Reflectionsaboutshamansin   

northeasternChina．〃The7th   

SymposiumoftheInternational   

SocietyforAsianFolklore，   

Gangneung，Korea，10June．  

＊”Ayear’sritualcyclein  

Japan：Theworkofhumansand  

divinespirits．”TraditionalCosmology  

SocietyConference“TheRitualYbar，”  

UniversityofEdinburgh，9Julyこ  

＊”Somereflectionson   

COntemPOraryShamansandtheir  

2）事典項目：   

＊“Overview：KoreaandJapan．”  

In5鮎皿a刀血皿・■A刀励励ed由∂′  

棚似ね免eds．M．N．Ⅵhlterand  
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socialenvironment：Abriefreporton  

OngOlngfieldworkinInner  

Mongolia．”TheInternational  

ConferenceofManchuLanguage  

andCultureStudies＆The2nd  

InternationalConferenceofTungus  

LanguagesandCultureStudies，  

Hailar，17August．   

＊「モンゴルのシャーマンと民間医  

者」TheInternationalConferenceof  

ManchuLanguageandCulture  

Studies＆The2ndInternational  

ConferenceofTungusLanguages  

andCultureStudies，Hailar，18  

August．   

＊”Shamansinshamanless  

times．刀The7thConferenceofthe  

InternationalSocietyfor  

ShamanisticResearch，Changchun，  

22August．   

＊”Shamansinshamanless  
times・”InternationalWbrkshop．  

Institute of Social-Cultural 

Anthropology；ⅩinjiangNormal  

University；Urtimqi，30August．   

＊「＜シャーマンのない時代＞にシ  

ャーマンであること」中央民族大学蒙  

文系、北京、9月8日。  

○宮沢千尋  

Ⅰ．出版活動  

1）論文：  

＊「ベトナムの家族、親族、家譜」  

今井昭夫、岩井美佐紀他編著『現代ベ  

トナムを知る 60 章』明石書店  

（151－155）  

＊「農業行政組織与農業合作社」白石  

昌也編著、畢世鴻訳『越南 政治、経  

済制度研究』雲南大学出版社（215－  

241）（2005年12月発行）  

＊「ベトナムの土地問題（北部・中部  

を中心に）『文部省科学研究費特定嶺  

域研究Wb止ingPaper8』32p  

Ⅱ．研究助成、賞  

＊南山大学バッへ1甘2研究奨励金  

「『親日派』ベトナム民族主義者にと  

っての『国家」】『民族」J『文化』」  

＊  ＊  ＊   

（2005年1月－12月の活動）  

◎公開講演会  

第一回：2005年6月3日（金）  

場所：南山大学E棟11教室  

講師‥遠藤央（京都文教大学人間学  

部・文化人類学研究科教授）  

テーマ‥「ミクロネシア・植民地主義・  

中島敦－パラオの人びとと日本の関  

係」   

Ⅲ．研究助成、賞  

1）南山大学短期海外研究助成、  

2004年8月10日－9月10日。   

2）賞：DiplomaandMedal．  

International Societyfor 

ShamanisticResearch，Changchun，  

25August．  
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第二回：2005年6月24日（金）  

場所：南山大学J棟1階Pルーム（特  

別合同研究室）  

講師：岡田浩樹（神戸大学国際文化学  

部助教授）  

テーマ：「植民地の記憶とねじれた「近  

代化」一日本と韓国のポストコロニア  

ル状況についての人類学的試論」  

∴第13・14号  
講師：ナジムラ（那木吉拉）（中国中  

央民族大学モンゴル言語文学系教授）  

テーマ：「中央アジア諸民族の狼信仰  

について」  

○日時：2005年11月8日（火）  

場所：南山大学人類学研究所1階会議  

室  

講師：芹揮知広（奈良大学社会学部助  

教授）  

テーマ：「香港における街頭募金の人  

類学的研究－1990年代のフィールド  

ワークから－」  

第三回：2005年10月21日（金）  

場所：南山大学J棟1階Pルーム（特  

別合同研究室）  

講師：上水流久彦（県立広島大学地域  

連携センター助手）  

テーマ：「台湾社会にみる＜日本＞像」  

第四回：2005年11月25日（金）  

場所：南山大学E棟24教室  

講師：轟荊荊（東京女子大学現代文化  

学部教授）  

テーマ：「中国民衆の戦争記憶一旧日  

本軍による細菌戦をめぐって」  

＊  ＊  ＊  ＊  

◎研究所員の活動  

○坂井信三（2005年度所長）  

Ⅰ．出版活動  

1）論文：   

＊「西アフリカのタリーカと社会変  

動下の集団編成」赤堀雅章・東長靖・  

堀川徹編『イスラーム神秘主義と生者  

信仰』イスラム地域研究叢書7巻、東  

京大学出版会、（205－226）   

＊「西アフリカ内陸における宝貝の  

流通と交換」宮沢千尋編『アジア市場  

の文化と社会」】南山大学人類学研究所  

叢書、風響社（219・25）  

寄稿：「嶋田氏の書評に対して」『文  

化人類学』70－3  

◎懇話会  

○日時：2005年3月15日（火）  

場所：南山大学人類学研究所1階会議  

室  

テーマ：”Izumoasthe‘otherJapan’：  

Constructionvs．reality”  

講師：ⅢausANTONI（Pro鎚ssor，  

UniversitatTiibingen，Seminarfiir  

Japanologie）  

○ 日時：2005年7月14日（木）  

場所：南山大学人類学研究所2階 

室  
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キの「最後のシャーマン」」札幌市、  

北海道大学、日本文化人類学会第39  

回研究大会、5月21日   

＊1ke saDbelmamhh and the  

image ofthe Pure Land．Thellth  

InternationalConference of EAJS，  

University of Vienna，Vienna，1  

September2005．   

＊Problemsin preserving an old  

festival： 月bDamatSuZi The 8th  

InternationalConferenceoftheAsia  

Folklore Association，Hanoi，Guest  

HouseoftheNationalAssembly；26  

September2005．  

人類学研究所通信  

○クネヒト、ベトロ  

Ⅰ．出版活動  

1）論文   

＊Whoisthekeeperoftradition？  

国際亜細亜民俗学会編『世界無形文化  

遺産と門俗芸術」】江陵市、国際亜細亜  

民俗学会、2005年9月、（47－53）（韓  

国語）   

＊「大興安嶺のトナカイ・エウェン  

キの交易（ボグショル）について」宮  

沢千尋編『アジア市場の文化と社会－  

一流通・交換をめぐる学際的まなざ  

し』東京、風響社、2005年、（157－  

189）   

＊「「虫」の居所－「腹」と「胸」  

をめぐって（上）」『アカデミア」】人文・  

社会科学編80号、2005年1月30日、  

（52－56）（共著：長谷川雅雄、美濃  

部重克、辻本裕成）。   

＊Ayear’s ritualcycleinJapan：  

The work of humans and divine  

SPirits．asmo4 VOlume18，2002，  

（3－17）．（2005年8月発行）  

○宮沢千尋  

Ⅰ．出版活動  

1）編著   

『アジア市場の文化と社会一流通・  

交換をめぐる学際的まなざし』260p  

風響社 2005年11月   

2）論文  

＊「序論－アジア市場の社会と文化の  

理解にむけて」『アジア市場の文化  

と社会一流通・交換をめぐる学際的ま  

なざし』（11－26）風響社 2005年  

11月  

＊「ベトナム北部・紅河デルタ村落に  

おける文化と経済発展の関係」『ア  

ジア市場の文化と社会一流通・交換を  

めぐる学際的まなざし』（191－218）  

風響社 2005年11月  
3）書評   

＊NguyenVanHuyandLaurell  

Kendall・Ⅵetnam：JourneysofBody；  

Ⅱ．編集協力  

Editorial advisor． William M．  

Clements，Editor．me 伽eDWOOd  

戯画ed滋αr剛肋∂刀d  
髄五危．4 volumes．Wbstport，  

Connecticut， Greenwood Press，  

2006．  

Ⅲ．学会発表   

＊「宇宙樹について」南山大学、環  

太平洋比較神話研究会、4月23日。   

＊「大興安嶺のトナカイ・エウェン  

－19－   
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MindandSpirit．Berkeley：  

UniversityofCaliforniaPress．2003  

』且由刀肋励打d由β 64，2005，  

337－338．  

Ⅱ．学会発表   

＊「再来日後のクオンデの抗仏活動  

と日仏秘密情報交換について」東南ア  

ジア史学会 2005年6月4日 愛知  

大学車道校舎   

＊ TutuongDaiDongoVietNam  

Dau The Ky 20． The 8th  

InternationalConferenceoftheAsia  

Folklore Association，Hanoi，Guest  

HouseOftheNationalAssembly；26  

September2005．   

＊ PhongtraoChongPhapcua  

NguoiⅥetNamoNhatSauPhong  
traoDongDu．Ⅵetnam・Japan  

CulturalandEducationalRelations  

andtheCentenaryCommemoration  

OfDongDuMovement，Hanoi，  

UniversityofSocialSciencesand  

Humanities，21November2005．  

第13・14塁  

◎第8期長期プロジェクト予備研究会  

仮テーマ「開発・近代化と宗教の「再  

選択」」  

2005年6月25日  

○坂井信三「西アフリカのイスラーム  

と社会変動」  

○吉田竹也「観光地バリにおける宗教  

と観光の選択－その主体をめぐる予  

備的考察－」  

○宮沢千尋「社会主義国家ベトナムに  

おける宗教と「宗教」」  

2005年7月29日  

○川田牧人（中京大学助教授）「洞窟  

の驚異：セブ市グアグルーペ・カルト  

をめぐるまちづくりと宗教」  

○森部一  「タイの「開発僧」を中心  

とした「下からの開発」をめぐる覚書  

一北タイ農村の事例の紹介と今後の  

課題の提示」  

◆研究所内部の研究会等◆  ○編集後記○   

昨年度は事情があって発行できな  

かったこの『通信」】であるが、今年度  

はみなさまのご協力を得て、合併号と  

いう形で発行にこぎつけた。みなさま  

に感謝申し上げるとともに、人類学研  

究所の活動をご理解いただければ幸  

いである。（宮沢千尋）  

◎東アジア民俗文書研究会  

東アジア諸国の地方文書を読む会  

月一回開催。現在、ベトナムの「大同  

経費」を解読。  

参加者 笠井直美（名古屋大学）、松  

尾信之（名古屋商科大学）、中塚亮（名  

古屋大学大学院）長坂康代（名古屋大  

学大学院）、宮沢千尋  
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ARTICLES  

HmongInstructionstotheDead：WhattheMouthOrganqe亘Says（Partone   
andtwo）  Catherine Falk 

SpeakingwithSpirits：TheHmongNboXbebNewl由arCeremony  
HaoHuangandBussakornSumrongthong  

ShamanicEpicsandNarrativeConstructionofIdentityonChejuIsland  

KimSeong－nae  

DreamlngtheSeven・ColoredFlower：EasternandWbsternApproachesto   
DreamsinChineseFolkLiterature  Howard Giskin 

TheScorplOninMuslimFolklore  JtirgenWasimFrembgen  

OralCompetitionNarrativesofMuslimandHinduSaintsintheDeccan  

Nile Green 

TheLong－TailedRat  AnnGrodzinsGold  

InterpretingUntouchability：ThePerformanceofCasteinAndhraPradesh，   

South India Simon Charsley 

FolkloresofSacredKhecheopalriLakeintheSikkimHimalayaofIndia：   

APleaforConservation  AlkaJain，etal．  

Btsisi，，Blandas，andMalays：EthnicityandIdentityintheMalayPeninsula   

BasedonBtsisi，FolkloreandEthnohistory  BarbaraNowak，etal．  

OBITUARIES  

Professor LauriHonko（1932－2002）：InMemoriam  Lauri Harvilahti 
InMe血oryofDaiBuzhang（1925・2003）  vibekeB。rdahl  

BOOKREVIEWS  
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Ⅵ）1ume64，2005   

ARTICLES  

“Listen，R豆ma’sWife！”：MaithilWbmen’sPerspectivesandPracticesinthe   

Festivalof滋血dCbheT75  Coralynn Davis 

FolkCultureandUrbanAdaptation：ACaseStudyofthePahariain   

Rajshahi  Md．Musta払KamalAkand  

BridalLamentsinRuralHongKong  Yhk・yingHo  

TheRevivalofFolkReligionandGenderRelationshipsinRuralChina：   

APreliminaryObservation  Pui・1amLaw  

SilkwormsandConsortsinNaraJapan  Michael Como 

IsitClothesthatMaketheMan？Cross・dresslng，Gender，Sexin   

Pre－TwentiethCenturyZhuYingtaiLore  Roland Altenburger 

上退uteD堀“DrunkenDemon”  NorikoT．Reider  

ReligiousRevivalasReactiontoHegemonizationofPowerinSiberiainthe   

1920・40s  Art Leete 

StaglngaRitualDanceoutofitsContext：TheRoleofanIndividualArtist   

andtheAlevisemah  ArzuOzttirkmen  

TheHistoricalRelationshipBetweentheShawIsofGtirtinandIran  

Zahide Imer 

RESEARCH NOTE 

TheDogStarandtheMultipleSunsMotif：AnAsianContributionto  

European Mythology Peter Metevelis 

RESEARCH MATERIAL 

AShaman’sRitualSongs  Sqingaowa Onon 

OBITUARY  

KristinaLinde11（1928－2005）：InMemoriam  MagnusFiske由6  

REVIEWARTICLES  

StoriesandLanguageoftheMantauran  

ErikaKanekoandTsuchidaShigeru  

ResearchonBuddhistNunsinJapan，PastandPresent  

MonikaWacker  
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Heda Jason 

人類学研郷  

Folktale取pesoftheArabWbrld  

COMMUNICATIONS  

BOOKREVIEWS  

年間購読料：6，000円（団体）、3，000円（個人）  

購入や投稿に関するお問い合わせは以下へお願いします  

南山大学人類学研究所AsianFolkloreStudies編集室  

〒466・8673名古屋市昭和区山里町18番地  

恥1：（052）832－3111（南山大学代表）  

Fax：（052）833－6157  

e－mail：nuai＠ic．nanzan－u．aC．jp  
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